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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年9月1日(2011.9.1)

【公表番号】特表2010-534679(P2010-534679A)
【公表日】平成22年11月11日(2010.11.11)
【年通号数】公開・登録公報2010-045
【出願番号】特願2010-518396(P2010-518396)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  17/25     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  21/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  17/25    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  21/04    　　　　
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成23年7月15日(2011.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　本発明の幾つかの特定の態様を説明してきたが、当業者であれば、種々の変更、修飾、
及び改良を容易に行うであろう。そのような変更、修飾、及び改良は、本明細書の開示に
より明らかであるので、本明細書中に明示的に述べていないがこの説明の一部であると意
図しており、本発明の精神及び範囲に含まれると意図している。したがって、前述の説明
は、例としてのものに過ぎず、限定するものではない。本発明は、添付する特許請求の範
囲とその均等物に定義されるとおりにのみ限定される。
　［本発明の態様］
　１．１，１，２，３－テトラクロロ－１－プロペンを製造するための方法であって、
　気相においてＣＨ２ＣｌＣＣｌ２ＣＨ２Ｃｌを第一の触媒の存在下で脱塩化水素化して
、ＣＨＣｌ＝ＣＣｌＣＨ２Ｃｌを含む第一の中間生成物を生成し；
　前記第一の中間生成物のうち少なくとも一部のＣＨＣｌ＝ＣＣｌＣＨ２Ｃｌを塩素化し
て、ＣＨＣｌ２ＣＣｌ２ＣＨ２Ｃｌを含む第二の中間生成物を形成し；そして、
　前記第二の中間生成物からの少なくとも一部のＣＨＣｌ２ＣＣｌ２ＣＨ２Ｃｌを気相に
おいて第二の触媒の存在下で脱塩化水素化してＣＣｌ２＝ＣＣｌＣＨ２Ｃｌを含む最終生
成物を形成することを含む、前記製造方法。
　２．前記最終生成物が、前記最終生成物中に存在する他のテトラクロロプロペン異性体
と比較して、大部分のＣＣｌ２＝ＣＣｌＣＨ２Ｃｌを含む、請求項１記載の製造方法。
　３．前記第一及び第二の触媒が、ハロゲン化された遷移金属酸化物及びその混合物、ル
イス酸金属ハロゲン化物及びその混合物、ゼロ価の金属、金属合金及びその混合物、前処
理した活性炭、及びこれらの混合物からなる群から選択される、２記載の製造方法。
　４．前記第一及び第二の触媒のうち少なくとも一種が、Ｃｒ２Ｏ３、Ｆｅ２Ｏ３、Ａｌ

２Ｏ３、ＮｉＯ２、ＭｏＯ３、ＷＯ３、ＴｉＯ２、Ｖ２Ｏ５、ＭｇＯ、Ｌｉ＋、Ｎａ＋、
Ｋ＋、Ｍｇ＋、Ｃｓ＋、Ｃｅ４＋、Ａｌ３＋、Ｌａ３＋、ＡｌＣｌ３、ＡｌＦ３、ＦｅＣ
ｌ３、ＣｒＦ３、ＬｉＦ、ＮａＦ、ＫＦ、ＣｓＦ、ＭｇＣｌ２、ＭｇＦ２、ＣａＦ２、Ｌ
ｉＣｌ、ＮａＣｌ、ＫＣｌ、ＣｓＣｌ、Ｐｄ、Ｐｔ、Ｒｈ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｍ
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ｏ、Ｃｒ、Ｍｎ、及び前処理した活性炭からなる群から選択される、３記載の製造方法。
　５．前記第一及び第二の触媒のうち少なくとも一種が、担持されていない、３記載の製
造方法。
　６．前記第一及び第二の触媒のうち少なくとも一種が、担持されている、３記載の製造
方法。
　７．前記ＣＨ２ＣｌＣＣｌ２ＣＨ２Ｃｌの脱塩化水素化及び前記ＣＨＣｌ２ＣＣｌ２Ｃ
Ｈ２Ｃｌの脱塩化水素化が、連続的な様式で行われる、１記載の製造方法。
　８．前記ＣＨ２ＣｌＣＣｌ２ＣＨ２Ｃｌの脱塩化水素化及び前記少なくとも一部のＣＨ
Ｃｌ２ＣＣｌ２ＣＨ２Ｃｌの脱塩化水素化が、約１００℃～約５００℃の温度で独立して
行われる、１記載の製造方法。
　９．前記少なくとも一部のＣＨＣｌ＝ＣＣｌＣＨ２Ｃｌの塩素化が、約３０℃～約１５
０℃の温度で行われる、１記載の製造方法。
　１０．ＣＨ２＝ＣＨＣＨ２ＣｌをＣｌ２ガスの存在下で塩素化してＣＨ２ＣｌＣＨＣｌ
ＣＨ２Ｃｌを含む第一の前駆体生成物を形成し；
　前記第一の前駆体生成物のＣＨ２ＣｌＣＨＣｌＣＨ２Ｃｌの少なくとも一部を触媒によ
り脱塩化水素化してＣＨ２ＣｌＣＣｌ＝ＣＨ２を含む第二の前駆体生成物を形成し；そし
て、
　前記ＣＨ２ＣｌＣＣｌ＝ＣＨ２の少なくとも一部をＣｌ２ガスの存在下で塩素化して前
記ＣＨ２ＣｌＣＣｌ２ＣＨ２Ｃｌを含む第三の前駆体生成物を形成する
　ことを更に含む、１記載の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１，１，２，３－テトラクロロ－１－プロペンを製造するための方法であって、
　気相においてＣＨ２ＣｌＣＣｌ２ＣＨ２Ｃｌを第一の触媒の存在下で脱塩化水素化して
、ＣＨＣｌ＝ＣＣｌＣＨ２Ｃｌを含む第一の中間生成物を生成し；
　前記第一の中間生成物のうち少なくとも一部のＣＨＣｌ＝ＣＣｌＣＨ２Ｃｌを塩素化し
て、ＣＨＣｌ２ＣＣｌ２ＣＨ２Ｃｌを含む第二の中間生成物を形成し；そして、
　前記第二の中間生成物からの少なくとも一部のＣＨＣｌ２ＣＣｌ２ＣＨ２Ｃｌを気相に
おいて第二の触媒の存在下で脱塩化水素化してＣＣｌ２＝ＣＣｌＣＨ２Ｃｌを含む最終生
成物を形成することを含む、前記製造方法。
【請求項２】
　前記最終生成物が、前記最終生成物中に存在する他のテトラクロロプロペン異性体と比
較して、大部分のＣＣｌ２＝ＣＣｌＣＨ２Ｃｌを含む、請求項１記載の製造方法。
【請求項３】
　ＣＨ２＝ＣＨＣＨ２ＣｌをＣｌ２ガスの存在下で塩素化してＣＨ２ＣｌＣＨＣｌＣＨ２

Ｃｌを含む第一の前駆体生成物を形成し；
　前記第一の前駆体生成物のＣＨ２ＣｌＣＨＣｌＣＨ２Ｃｌの少なくとも一部を触媒によ
り脱塩化水素化してＣＨ２ＣｌＣＣｌ＝ＣＨ２を含む第二の前駆体生成物を形成し；そし
て、
　前記ＣＨ２ＣｌＣＣｌ＝ＣＨ２の少なくとも一部をＣｌ２ガスの存在下で塩素化して前
記ＣＨ２ＣｌＣＣｌ２ＣＨ２Ｃｌを含む第三の前駆体生成物を形成する
　ことを更に含む、請求項１記載の製造方法。
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